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日野町議会議長 中原 信男 様 

 

                     日野町議会議員 小河 久人 

 

一 般 質 問 通 告 書 

 次のとおり通告します。 

質問事項 質問の趣旨・背景 
質問の要旨 

（具体的に回答を求める事項） 

質問の

相手 

介護保険と

介護事業所

の支援につ

いて 

二期にわたり、本町の介

護保険料は引き下げが行わ

れ、月額でおおむね標準保

険料額は第 7 期と比べ、約

1500円近い負担減が行われ

てきました。 

その背景には、制度運営

に携わる関係各課職員、医

療機関、介護事業所をはじ

めとする関係者の皆様の不

断の努力があったものと考

えます。 

加えて、町民の皆さんに

よる「いきいき 100歳体操」

をはじめとした健康づくり

への主体的な取り組みが着

実に広がり、介護予防の面

においても大きな前進が見

られたものと評価しており

ます。 

こうした取り組みを積み

重ねてきた中で本年度は、

次期の計画に向けた見直し

を行う上でも、極めて重要

な年であると考えます。 

この間の成果として介護

給付費準備基金が 1 億円を

超え、積み上がってきてい

ることは、大きな成果であ

ると受け止めております。 

 

１．この基金について、どの程度

の規模を適正と考えているかを

伺います。 

 

２．いきいき 100歳体操や健康講

座・食事会などの介護予防・健康

づくりなどの取り組みが進んで

いない自治会もあります。取りく

み出来ていない理由は何である

と考えますか。 

 

３．全国的な介護事業所の廃業や

人材不足の状況を踏まえ、地域の

介護事業所や人材を支え、介護事

業を維持・強化していく為にも、

本町としてどのように支援策や

工夫しておられるのか伺います。 

町長 

 


